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「
テ
ラ
ル
」
と
は
、“
大
地
に
や
さ
し
い
”と
い
う
意
味
で
、
テ
ラ（
地
球
、 

大
地
）
と
い
う
ラ
テ
ン
語
か
ら
の
派
生
語
で
、農
業
を
守
り
、自
然
を
 

守
り
続
け
る
と
い
う
J
A
の
基
本
姿
勢
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 
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単位：円 

平成19・20年産米　追加支払実施 
　JAテラル越前は、平成19・20年産米の追加支払を昨年の12月17日に実施致しました。       
　支払内容は、下表のとおりです。  

■■ 部分　平成20年12月17日実施の支払単価（税込60kg当り） 

※上記以外のうるち米は、各年産とも「ハナエチゼン」と同額です。      

※平成18年産米の最終精算は、平成20年9月30日に実施し、昨年10月の広報誌に掲載してあります。 

内　容　収支内訳書の作成、税制改正点、所得税申告、電子申告等のポイント 
講　師　大野税務署・北陸税理士会大野支部 

勝山会場　勝山ふれあいセンター研修会館 
日　　時　平成21年1月28日（水） 
　　　　　午後1時30分～3時30分 

大野会場　農協会館〔本店〕3階会議室 
日　　時　平成21年1月29日（木） 
　　　　　午後1時30分～3時30分 
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第1回追加 第2回追加 

平成20年分農業所得・税務研修会のご案内について 
確定申告を行うための講習会を開催します。どうぞ、お気軽に受講下さい。 
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組
合
員
の
皆
様
、
平
成
二
十
一
年
の
新
春

を
つ
つ
が
な
く
お
迎
え
い
た
だ
い
た
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
方
に
と
っ
て
穏
や
か
な
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
平
成
二
十
年
の
農
作
物
に
つ
い
て

は
、
台
風
も
な
く
天
候
に
恵
ま
れ
た
年
で
あ

り
ま
し
た
の
で
、
春
の
麦
を
初
め
と
し
て
秋

の
米
、
そ
ば
に
い
た
る
ま
で
全
て
の
農
産
物

が
豊
作
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ひ
と
え
に
農
家
の
皆
さ
ん
の
精
進
と

作
物
に
対
す
る
愛
情
の
賜
も
の
と
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
後
半
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
金
融
危

機
に
端
を
発
し
た
経
済
の
悪
化
は
世
界
各
国

に
広
が
り
比
較
的
軽
い
と
い
わ
れ
て
い
る
日

本
の
経
済
も
自
動
車
産
業
を
初
め
と
し
て
輸

出
製
造
業
の
人
員
整
理
が
進
み
本
年
度
の
経

済
成
長
は
０
％
か
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
る
の

で
は
と
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
一
方
で
、
世
界
の
食
糧
危
機
・
国
内

の
食
品
表
示
の
偽
証
が
多
く
発
覚
し
、
さ
ら

に
は
有
害
物
資
の
含
有
な
ど
で
食
の
安
全
・

安
心
が
問
わ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

食
を
生
産
す
る
我
々
も
他
山
の
石
と
傍
観

す
る
こ
と
な
く
常
に
襟
を
正
し
て
作
物
を
育

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

福
井
県
農
協
五
連
に
お
き
ま
し
て
は
、
パ

ス
ト
ラ
ル
青
雲
閣
の
売
却
、
コ
ー
プ
福
井
の

解
散
等

負
の
財
産
を
整
理
し
農
業
資
材
高

騰
等
の
煽
り
を
受
け
る
農
家
の
手
助
け
に
傾

注
し
て
お
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
一
月
の

臨
時
総
代
会
に
て
不
祥
事
発
生
間
の
役
員
に

損
害
賠
償
を
求
め
よ
と
の
議
決
を
受
け
、
四

月
に
代
表
訴
訟
に
参
加
を
し
、
福
井
地
方
裁

判
所
で
審
理
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
す
。

さ
ら
に
損
害
賠
償
請
求
裁
判
に
つ
い
て

は
、
本
年
二
月
に
一
審
の
判
決
が
下
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
統
合
を
い
た
し
ま
し
た
勝
山
北
支

店
は
八
月
に
新
店
舗
が
完
成
、
大
野
南
支
店

の
改
築
は
本
年
三
月
に
終
了
す
る
予
定
で
す

し
、
大
野
東
支
店
の
新
築
に
つ
い
て
は
現
在

構
造
計
算
及
び
認
可
申
請
の
審
査
中
で
あ

り
、
認
可
が
下
り
次
第
早
急
に
建
築
に
着
手

を
い
た
し
ま
す
。

次
に
福
井
県
へ
の
改
善
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
「
経
営
管
理
委
員
会
」
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
い
た
し
、

女
性
理
事
に
つ
い
て
は
、
本
年
の
役
員
改
選

か
ら
女
性
理
事
の
三
名
以
上
を
選
任
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
の

通
常
総
代
会
で
次
回
の
総
代
選
挙
か
ら
女
性

総
代
の
十
％
以
上
選
出
の
規
程
改
正
議
案
を

提
出
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
組
合
員
各
位
か
ら
要
望
の
強
い

「
セ
レ
モ
ニ
ー
会
館
」
の
建
設
に
つ
い
て
も

通
常
総
代
会
に
提
案
を
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
世
界
の
経
済
、
日
本
の
経
済
が

混
迷
を
す
る
と
き
農
業
経
済
の
先
行
き
は
不

透
明
で
あ
り
ま
す
が
、
過
去
の
事
例
か
ら
経

済
が
ど
ん
底
の
と
き
国
家
を
支
え
る
の
は
一

次
産
業
で
す
。

こ
こ
が
正
念
場
と
思
っ
て
私
ど
も
役
職
員

一
同
、
農
業
と
農
協
経
営
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
山
紫
水
明
の
奥
越
の
農
業
を

支
え
て
頂
く
と
共
に
、
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
も

ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

テ
ラ
ル
越
前
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

西
　
川
　
文
　
人

専
務
理
事

羽

生

悦

夫

常
務
理
事

黒

田

　

巖

筆
頭
理
事

篠

地

　

守

理
　
　
事

黒

田

宗

雲

理
　
　
事

南

部

新

一

理
　
　
事

北

川

　

泉

理
　
　
事

吉

田

成

一

理
　
　
事

新

井

俊

成

理
　
　
事

島

田

英

治

理
　
　
事

松

田

典

子

理
　
　
事

上

野

正

悦

理
　
　
事

北

山

謙

治

理
　
　
事

嶋

田

喜

則

理
　
　
事

前
　
田
　
清
一
郎

理
　
　
事

松

田

誠

治

理
　
　
事

森

　

勉

理
　
　
事

土

本

　

智

理
　
　
事

斉

藤

康

夫

理
　
　
事

宮

地

光

治

理
　
　
事

竹

田

善

和

理
　
　
事

片

岸

敬

治

理
　
　
事

上

田

輝

司

理
　
　
事

松

田

三

郎

代
表
監
事

森

廣

茂

治

常
勤
監
事

羽

生

邦

男

監
　
　
事

常

脇

誠

治

監
　
　
事

牧

野

昌

久

参
　
　
事

木

下

守

弘



デイサービスで餅つき大会 デイサービスで餅つき大会 あ
ぐ
り
ミ
ズ
フ
ェ
ス
タ
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0
0
8

〜
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
会
〜
 

勝山地区女性部わく♪わく講座 勝山地区女性部わく♪わく講座 
　勝山地区女性部を対象に、10月から3回シリー
ズで「わく♪わく講座」をお届しました。 
　1回目は［花＊花SUN講座］を開催し、花の寄
せ植えを行いました。2回目は、奥越の味覚「さと
いも」を使ったアレンジ料理「うまいもん講座」、
3回目は、福井県オリジナルブランドのカンタケ栽
培（Mｙカンタケ作り）について「え～のぉ（営農）
講座」を開催しました。参加者の皆さんも講座を通
して楽しい交流となりました。 

3回目 

1回目 

2回目 
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Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
女
性
部
（
松
田
典

子
部
長
）
は
十
二
月
七
日
、『
あ
ぐ
り

ミ
ズ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
』
を
勝
山
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
一
五
〇

名
を
超
え
る
女
性
部
員
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
女
性
部

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
田
中
道
子
前

女
性
部
長
に
感
謝
状
を
贈
り
、
ま
た
自

家
菜
園
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
今
年
の
二
月
に
横

浜
で
開
催
さ
れ
る『
全
国
家
の
光
大
会
』

に
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
る

猪
島
愛
津
子
さ
ん
（
大
野
支
部
）
が
、

「
チ
ャ
ン
ス
を
仲
間
と
共
に
」
と
題
し

て
発
表
。
生
活
・
健
康
部
門
に
よ
る

「
地
球
温
暖
化
」
に
つ
い
て
学
習
し
た

結
果
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
勝
山
高
校
の
生
徒
さ
ん
に

よ
る
和
太
鼓
演
奏
で
は
、
力
強
い
太
鼓

の
音
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。
講
演
に
は
、
五
月
家
ち
ろ
り
さ

ん
と
、
ち
り
と
て
ち
ん
杯
優
勝
者
の
露

の
紫
さ
ん
を
招
い
て
の
落
語
に
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
ち
ゃ
ぐ
り
ん
愛
読

者
に
よ
る「
ぼ
く
の
夢
・
わ
た
し
の
夢
」

の
図
画
を
展
示
し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
�g
て
ら
る

の
ほ
ほ
え
み
�f
で
は
、
十
二
月
八
日

（
月
）
か
ら
十
三
日
（
土
）
の
六
日
間
、

午
後
二
時
よ
り
利
用
者
の
方
に
参
加
い

た
だ
い
て
、
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
一
升
の
餅
米
を
、
臼
と
杵
を
使
っ

て
餅
つ
き
し
て
、
こ
づ
き
・
つ
き
・
餅

き
り
・
ま
ぶ
し
の
作
業
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

交
代
で
杵
を
手
に
す
る
と
、
管
内

に
”ぺ
っ
た
ん
“”ぺ
っ
た
ん
“
と
餅
を

つ
く
音
が
響
き
、
周
り
の
利
用
者
か
ら

あ
い
の
手
も
入
っ
て
、
餅
が
つ
き
あ
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。
昔
取
っ
た
杵
柄
で

力
が
入
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
で
作
っ
た
餅
は
、
あ
ず
き
・

き
な
こ
・
鶯
き
な
こ
で
味
付
け
を
し
て

最
後
に
皆
で
お
や
つ
と
し
て
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
近
は
電
気
の
自
動
餅
つ
き
機
を
使

っ
た
り
、
餅
つ
き
を
し
な
く
な
っ
た
家

庭
が
多
く
、
利
用
者
の
方
に
は
今
と
な

っ
て
は
め
ず
ら
し
い
光
景
に
、
昔
を
思

い
出
し
な
が
ら
楽
し
く
餅
つ
き
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
の
キ
ク
部
会
は
生
産
者
が
減
少

す
る
中
、
出
荷
本
数
は
前
年
実
績
よ
り

微
増
と
な
り
喜
ば
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

さ
て
、
本
年
は
第
60
回
全
国
植
樹
祭

が
福
井
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年

春
季
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も

と
国
土
緑
化
運
動
と
し
て
開
催
さ
れ
る

行
事
で
あ
り
ま
す
。

当
キ
ク
部
会
で
は
全
国
植
樹
祭
会
場

に
て
菊
の
展
示
を
行
っ
て
頂
き
た
く
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
と
し
て

昨
年
十
二
月
十
六
日
〜
二
十
六
日
ま
で

福
井
県
庁
正
面
玄
関
で
ア
レ
ン
ジ
菊
を

飾
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
奥
越
の
菊
を
広

く
県
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

キ
ク
部
会
で
は
新
た
に
菊
を
作
っ
て

頂
け
る
仲
間
を
常
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
部
会
で
は
、
班
を
編
成
し
て
指
導

に
当
っ
て
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方

で
も
気
軽
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
ま
た
、
苗
や
資
材
購
入
に
関

し
て
も
中
古
資
材
の
斡
旋
を
行
う
な
ど

取
組
や
す
い
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
近
く
の

支
店
・
営
農
特
産
課
・
キ
ク
集
出
荷
場

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
７
ー
０
４
５
３
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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せ 
Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

理事会報告 監事同席 

購買課からのお知らせ 
　平成21年度水稲種子価格が決定致しましたので
下記の通りお知らせ致します。 

追加、変更についてはお早めに各支店までご連絡願います。   
ご注文最少数量は、1kg単位でお願いします。 
配達後のバラでの返品はお受けできません。 
他品種の注文については、各支店にてご確認願います。 

コ シ ヒ カ リ   
  
五 百 万 石   

ハナエチゼン 
  
カ グ ラ モ チ 

（未消毒） 

（消毒済） 

（未消毒） 

（消毒済） 

（消毒済） 

（未消毒） 

（消毒済） 

4 8 5 円  

5 4 0 円  

5 0 0 円  

5 5 5 円  

5 1 0 円  

5 2 5 円  

5 9 0 円  

1kg（消費税込） 
　１月20日(火)は平成21年度事業推進職員大会を開
催するにあたり、支店・事業所（ＳＳを含む）につい
ては午後休業とさせていただきますので、よろしくお
願い致します。尚、本店にて日直対応致します。 

支店・事業所　休業のご案内 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
い
お
正
月

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。
今
年
も
、
Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

„
一
日
の
計
は
朝
に
あ
り
、
一
年

の
計
は
元
旦
に
あ
り
“
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
新
年
を
迎
え
た
時

は
い
つ
も
「
今
年
こ
そ
は
」
と
い
ろ

い
ろ
と
目
標
や
計
画
を
立
て
る
の
で

す
が
…
。 

　
長
い
正
月
休
み
で
不
規
則
な
生
活

を
送
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
正
月

気
分
も
も
う
切
り
替
え
て
、
本
年
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ＪＡテラル越前・貸出金利一覧表 
平成21年1月5日現在 ☆住宅ローン ☆その他資金 

金利選択型 

2年固定 

１．１０％より 貸出金利 

3年固定 

１．１５％より 

5年固定 

１．６０％より 

１０年固定 

２．１０％より 

変動金利
 

１．７０％より 

 

農林業経営改善資金 

アグリ長期特別資金 

生 活 改 善 資 金  

ＪＡクロ－バ－ローン 

ＪＡマイカ－ロ－ン  

Ｊ Ａ 教 育 ロ － ン 

ご利用目的 

農 業 資 金関連  

農 業 資 金関連  

生 活 資 金関連  

生 活 資 金関連  

自動車購入関連 

教 育 費 用関連  

貸出金利 

１．９０％より 

２．４０％より 

１．９０％より 

１．８０％より 

２．１０％より 

１．６０％より 

変動金利 

固定金利 

変動金利 

変動金利 

変動金利 

変動金利 

※貸出金利は最優遇金利適用時の金利です。 
※上記の金利は金融情勢等により、お借入れ日までに変更させ
ていただく場合もあります。 
※福井県農業信用基金協会の保証をご利用いただきますので、
原則として保証人は必要ありません。 

資　　金　　名 

てらる　No.118 1月　10■■11 No.118 1月　てらる

１
月

１２
日
I
成
人
の
日

１３
日
J
外
務
活
動
日
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
（
生
活
福
祉
課
）

１４
日
K
富
田
支
部
手
芸
講
座
（
生
活
福

祉
課
）
、
ナ
イ
タ
ー
相
談
会

（
大
野
東
支
店
）

１５
日
L
県
下
女
性
部
長
事
務
局
合
同
会

議
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
（
生
活
福
祉

課
）、
勝
山
農
家
組
合
会
長
会

（
勝
山
中
支
店
）、

１６
日
M
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
（
生
活
福

祉
課
）、
富
田
農
家
組
合
長
会

（
大
野
東
支
店
）、
農
家
組
合
長

総
会
・
新
年
会（
大
野
南
支
店
）

１８
日
H
ロ
ー
ン
相
談
会
（
信
用
課
）

１９
日
I
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
、
村
岡
女
性
部
役
員

会
（
生
活
福
祉
課
）、
五
箇
農

家
組
合
長
会
（
大
野
東
支
店
）、

遅
羽
青
年
部
総
会
（
勝
山
南
支

店
）、
中
支
店
合
同
農
家
組
合

長
会
（
勝
山
中
支
店
）

２０
日
J
事
業
推
進
職
員
大
会
（
企
画
人

事
課
）、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・

太
田
サ
ロ
ン
（
生
活
福
祉
課
）

２１
日
K
上
五
条
方
サ
ロ
ン
（
生
活
福
祉

課
）
、
阪
谷
農
家
組
合
長
会

（
大
野
東
支
店
）

２２
日
L
榎
和
楽
日
の
広
場
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
体

操
（
生
活
福
祉
課
）、
ナ
イ
タ

ー
相
談
会
（
大
野
東
支
店
）

２３
日
M
絵
手
紙
教
室
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
（
生
活
福
祉
課
）、
農
家

組
合
長
合
同
会
議
・
新
年
会

（
大
野
北
支
店
）

２４
日
N
平
泉
寺
女
性
部
役
員
会
（
生
活

福
祉
課
）

２６
日
I
北
郷
女
性
部
総
会
・
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

（
生
活
福
祉
課
）

２７
日
J
監
事
会
（
監
査
室
）、
理
事
会

（
総
務
課
）、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

（
生
活
福
祉
課
）

２８
日
K
青
壮
年
部
連
絡
協
議
会
部
長

会
・
勝
山
地
区
税
務
研
修
（
営

農
特
産
課
）、
富
田
支
部
手
芸

講
座
（
生
活
福
祉
課
）

２９
日
L
大
野
地
区
税
務
研
修
会
（
営
農

特
産
課
）

３１
日
N
ビ
ッ
グ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

９
（
〜
２
月
１
日
）

２
月

１
日
H
鹿
谷
女
性
部
総
会
（
生
活
福
祉

課
）

２
日
I
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
（
生
活
福
祉
課
）

３
日
J
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
（
生
活
福
祉

課
）

５
日
L
Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
（
生
活
福
祉
課
）

６
日
M
体
操
教
室
・
女
性
部
全
体
会
議

（
生
活
福
祉
課
）

８
日
H
全
国
家
の
光
大
会
（
〜
１０
日
）

９
日
I
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
（
生
活
福
祉
課
）

１０
日
J
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
（
生
活
福
祉

課
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
の
審
議
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

●
付
議
事
項

第
一
号
議
案
　
　

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
期
中
監
査
Ⅰ
の
結
果
及

び
回
答(
案)

に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
　

固
定
資
産
減
損
会
計
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

経
理
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

資
産
の
償
却
・
引
当
規
程
の
一
部
変
更（
案
）

に
つ
い
て

第
五
号
議
案

就
業
規
則
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

臨
時
職
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
（
案
）
に

つ
い
て

第
七
号
議
案

福
祉
職
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
（
案
）
に

つ
い
て

第
八
号
議
案

賞
罰
委
員
会
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ

い
て

第
九
号
議
案

余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ

い
て

第
十
号
議
案

規
程
管
理
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い

て
第
十
一
号
議
案

職
制
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

第
十
二
号
議
案

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更
（
案
）

に
つ
い
て

第
十
三
号
議
案

Ｊ
Ａ
事
業
苦
情
等
対
応
規
程
の
一
部
変
更

（
案
）
に
つ
い
て

第
十
四
号
議
案

役
員
選
任
に
お
け
る
区
域
全
域
の
代
表
者
の

推
薦
に
つ
い
て

第
十
五
号
議
案

Ⅲ
・
Ⅳ
分
類
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

第
十
六
号
議
案

固
定
資
産
の
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

第
十
七
号
議
案

平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
余
裕
金
運
用
方

針
に
関
す
る
事
項
（
案
）
に
つ
い
て

第
十
八
号
議
案

余
裕
金
運
用
に
係
る
保
有
目
的
別
運
用
限
度

額
（
案
）
に
つ
い
て

第
十
九
号
議
案

余
裕
金
の
運
用
方
法
に
関
す
る
事
項
（
案
）

に
つ
い
て

第
二
十
号
議
案

信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額
（
案
）
に
つ

い
て

第
二
十
一
号
議
案

平
成
二
十
一
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額

（
案
）
に
つ
い
て

第
二
十
二
号
議
案

平
成
二
十
一
年
度
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限

度
額
（
案
）
に
つ
い
て

第
二
十
三
号
議
案

役
員
と
の
雇
用
契
約
に
つ
い
て

●
報
告
事
項

一
、
平
成
二
十
年
度
決
算
棚
卸
監
事
立
会
に
つ

い
て

二
、
不
良
債
権
等
回
収
状
況
（
十
一
月
末
）
に

つ
い
て

三
、
２
０
０
８
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
の
実
績
報
告
に
つ

い
て

四
、
十
一
月
末
実
績
に
つ
い
て

五
、
Ｊ
Ａ
ワ
イ
ド
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
金
利
変
更

に
つ
い
て

六
、
金
利
自
由
型
貯
金
の
利
率
に
つ
い
て

七
、
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
付
で
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

金
融
部
　
融
資
課
　
課
長

印
牧
富
士
夫
（
金
融
部
　
信
用
課
長
待
遇
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

）

金
融
部
　
渉
外
課
　
課
長

水
上
　
祐
亮
（
大
野
東
支
店
　
次
長
補
佐
）

指
導
販
売
部
生
活
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
介
護
事
業
所
長

中
谷
　
節
子
（
勝
山
北
支
店
　
係
長
　
複
合
渉
外
員
）

指
導
販
売
部
　
販
売
施
設
課
　
課
長
補
佐

松
田
　
修
昌
（
大
野
南
支
店
　
九
頭
竜
出
張
所
　
次
長
補
佐

）

大
野
東
支
店
　
次
長
補
佐
　
信
用
共
済
担
当

前
田
　
和
弥（
指
導
販
売
部
　
生
活
福
祉
課
　
課
長
補
佐
兼
介
護
事
業
所
長

）

大
野
南
支
店
　
九
頭
竜
出
張
所
　
次
長
補
佐

加
藤
　
正
徳
（
指
導
販
売
部
　
販
売
施
設
課
　
課
長
補
佐
）

総
務
部
　
総
務
課
　
係
長

多
田
　
浩
子
（
大
野
東
支
店
　
係
長
　
営
農
経
済
担
当
）

指
導
販
売
部
　
販
売
施
設
課
　
係
長

中
谷
　
と
よ
美
（
指
導
販
売
部
　
営
農
特
産
課
　
係
長
）

勝
山
北
支
店
　
係
長
　
信
用
共
済
担
当

嶋
田
　
明
美
（
勝
山
中
支
店
　
係
長
　
複
合
渉
外
員
）

金
融
部
　
信
用
課

石
黒
　
将
司
（
大
野
南
支
店
　
複
合
渉
外
員
）

金
融
部
　
融
資
課

富
田
　
重
夫
（
金
融
部
　
信
用
課
兼
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

金
融
部
　
融
資
課

栗
原
　
貴
久
（
金
融
部
　
信
用
課
兼
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

指
導
販
売
部
　
販
売
施
設
課

村
下
　
利
幸
（
大
野
北
支
店
　
営
農
経
済
担
当
）

経
済
部
　
購
買
課

石
田
　
恵
子
（
勝
山
中
支
店
　
営
農
経
済
担
当
）

経
済
部
　
機
燃
課
給
油
所

山
内
　
文
寛
（
大
野
東
支
店
　
複
合
渉
外
員
）

経
済
部
　
機
燃
課
給
油
所

武
井
　
ゆ
り
子
（
勝
山
南
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

大
野
北
支
店
　
複
合
渉
外
員

宇
野
　
洋
平
（
大
野
北
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

大
野
北
支
店
　
信
用
共
済
担
当

松
山
　
泰
代
（
大
野
東
支
店
　
複
合
渉
外
員
）

大
野
東
支
店
　
複
合
渉
外
員

佐
中
　
博
一
（
総
務
部
　
総
務
課
）

大
野
東
支
店
　
複
合
渉
外
員

齊
藤
　
充
（
指
導
販
売
部
　
販
売
施
設
課
）

大
野
東
支
店
　
複
合
渉
外
員

秦
　
早
苗
（
勝
山
中
支
店
　
営
農
経
済
担
当
）

大
野
南
支
店
　
信
用
共
済
担
当

多
田
　
真
美
子
（
大
野
南
支
店
　
複
合
渉
外
員
）

大
野
南
支
店
　
複
合
渉
外
員

松
井
　
美
紀
（
勝
山
中
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

大
野
南
支
店
　
複
合
渉
外
員

廣
瀬
　
新
悟
（
大
野
南
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

大
野
南
支
店
　
複
合
渉
外
員

筒
井
　
龍
一
（
大
野
南
支
店
　
営
農
経
済
担
当
）

勝
山
南
支
店
　
複
合
渉
外
員

原
田
　
真
紀
（
監
査
室
　
監
査
課
）

勝
山
南
支
店
　
複
合
渉
外
員

谷
川
　
英
里
子
（
勝
山
南
支
店
　
営
農
経
済
担
当
）

勝
山
中
支
店
　
信
用
共
済
担
当

田
中
　
悦
子
（
勝
山
中
支
店
　
複
合
渉
外
員
）

勝
山
中
支
店
　
複
合
渉
外
員

松
本
　
優
子
（
勝
山
中
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

勝
山
中
支
店
　
信
用
共
済
担
当

山
内
　
由
香
（
勝
山
北
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

勝
山
中
支
店
　
複
合
渉
外
員

松
山
　
憲
幸
（
勝
山
中
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

勝
山
中
支
店
　
信
用
共
済
担
当

平
泉
　
依
子
（
指
導
販
売
部
　
販
売
施
設
課
）

勝
山
北
支
店
　
信
用
共
済
担
当

福
田
　
耕
志
（
勝
山
南
支
店
　
複
合
渉
外
員
）

勝
山
北
支
店
　
複
合
渉
外
員

味
見
　
高
朗
（
勝
山
北
支
店
　
信
用
共
済
担
当
）

※(
)

内
は
旧
部
署
で
す
。

自
己
都
合
退
職

金
融
部
　
信
用
課
　
　
山
下
奈
保
美

金
融
部
　
信
用
課
　
　
酒
井
　
理
紗

大
野
西
支
店
　
　
　
　
小
倉
　
大
明

（
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
付
）

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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健
康
百
科 

老
人
介
護
の
ミ
ニ
知
識 

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松 

島 

松 

翠 

高
齢
生
活
研
究
所
所
長
 

 
J
A
全
農
福
祉
用
具
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
●
浜
田
き
よ
子
 

知
人
の
Ｓ
さ
ん
か
ら
「
父
が
入
院
し
た
」

と
い
う
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
Ｓ
さ
ん
の
お

父
さ
ん
は
、
左
半
身
に
ま
ひ
が
あ
り
ま
す
。

昼
間
は
自
分
で
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
夜
間
に
ベ
ッ
ド
か
ら
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
に
行
こ
う
と
し
て
、
転
ん
で
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。「
寝
た
き
り
に
な
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
」
と
、
彼
女
は
言
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
Ｓ
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
す
る

と
、
軽
く
て
ひ
じ
掛
け
も
な
い
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
介

護
ベ
ッ
ド
。
Ｓ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
背
の
高

い
人
で
す
が
、
ベ
ッ
ド
は
背
が
低
く
、
私
が

使
い
や
す
い
高
さ
で
す
。
し
か
も
、
ベ
ッ
ド

に
は
ベ
ッ
ド
柵
し
か
な
く
、
手
す
り
と
な
る

介
助
バ
ー
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
よ
く
見

る
と
、
お
父
さ
ん
の
利
き
手
の
右
に
壁
が
あ

り
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
の
左
か
ら
下

り
る
た
め
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
転
倒
し
た
の
は
、

た
ま
た
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ッ
ド
の
置

き
方
に
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
や
、
ベ

ッ
ド
の
高
さ
が
低
過
ぎ
て
立
ち
上
が
り
に
く

か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

自
体
が
不
安
定
な
も
の
で
、
ひ
じ
掛
け
な
ど

も
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
も
の
要
因

が
重
な
っ
て
起
き
た
こ
と
で
し
た
。

ベ
ッ
ド
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
福

祉
用
具
は
、
選
び
方
が
大
切
で
す
。
良
い
用

具
を
選
ん
で
も
、
そ
の
人
が
使
い
や
す
い
よ

う
に
設
置
し
な
け
れ
ば
、
事
故
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
用
具
は
暮
ら
し
を
広
げ
る
重
要
な
用

具
で
す
が
、
そ
の
力
を
発
揮
す
る
に
は
い
ろ

い
ろ
な
配
慮
が
重
要
な
の
で
す
。

私
は
Ｓ
さ
ん
に
「
退
院
さ
れ
た
ら
、
お
父

さ
ん
の
状
態
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を
選
び
、

調
整
し
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
ま
し
た
。
介
護

保
険
で
は
、
介
護
ベ
ッ
ド
な
ど
の
福
祉
用
具

を
１
割
負
担
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

状
態
が
変
化
す
れ
ば
借
り
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
Ｓ
さ
ん
は
「
福
祉
用
具
を
し

っ
か
り
勉
強
し
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

福
祉
用
具
は
、
使
う
人
へ
の
配
慮
が
不
可
欠

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
こ
と
を
以
前
は

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
ア
ル
中
な
ど
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
研
究
が
進
ん
で
、

こ
の
病
気
の
中
心
は
「
心
と
体
の
ア
ル
コ

ー
ル
へ
の
依
存
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
急
性
中

毒
、慢
性
中
毒
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

中
心
は
「
依
存
」
で
す
の
で
、
世
界
的
に

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
依
存
し
、
の
め
り
込
む

よ
う
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が

出
ま
す
。
例
え
ば
、
二
日
酔
い
で
会
社
を

遅
刻
・
欠
勤
し
、
ミ
ス
を
連
発
し
て
信
用

を
落
と
す
な
ど
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る

能
力
を
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
健
康

を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
仕
事
や
財
産
も

失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

依
存
症
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
か
ら

な
く
な
っ
て
く
る
と
、
離
脱
症
状
が
起
こ

り
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、
食
欲
不
振
、

吐
き
気
、
手
指
の
震
え
、
寝
汗
、
頻
脈
、

不
眠
、
イ
ラ
イ
ラ
、
落
ち
着
き
の
な
さ
、

集
中
力
低
下
、
放
心
状
態
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
の
不
快
な
症
状
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

摂
取
す
る
と
消
失
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

飲
み
た
い
気
持
ち
を
さ
ら
に
強
く
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。

「
ア
ル
コ
ー
ル
を
や
め
た
い
」
と
思
っ

て
も
、
依
存
症
に
な
る
と
、
自
分
だ
け
で

は
飲
酒
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
や
め
た
い
人
た
ち
が
自

主
的
に
集
ま
り
、
互
い
に
支
え
合
い
、
励

ま
し
合
っ
て
断
酒
を
続
け
て
い
く
「
断
酒

会
」
と
い
う
組
織
が
各
地
で
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

週
１
〜
２
回
行
わ
れ
る
例
会
で
は
、
メ

ン
バ
ー
が
こ
れ
ま
で
の
体
験
談
や
酒
歴
な

ど
を
話
し
合
い
ま
す
が
、
指
導
者
な
し
で

行
わ
れ
る
た
め
、
本
音
で
討
論
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を

や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
依
存
症
の
方

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日時 

会場 

毎月、第3日曜日は本店融資課にて休日相談会開催中！ 

１／18　　2／15　　3／15　　4／19　　5／17　　6／21
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